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表紙

第103回定時株主総会その他の電子提供
措置事項（交付書面省略事項）

上記事項については、法令及び当社定款第16条の規定に基づき、書面交付請求をいただい
た株主様に対して交付する書面（電子提供措置事項記載書面）への記載を省略しています。

■事業報告
会社の新株予約権等に関する事項
会計監査人の状況
業務の適正を確保するための体制
及び当該体制の運用状況の概要

■連結計算書類
連結持分変動計算書
連結注記表

■計算書類
貸借対照表
損益計算書
株主資本等変動計算書
個別注記表
計算書類に係る会計監査報告
（2025年１月１日から2025年12月31日まで）
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会社の新株予約権等に関する事項

会社の新株予約権等に関する事項
(1) 当事業年度末日における新株予約権の状況
　該当事項はありません。

(2) 当事業年度中に交付した新株予約権の状況
　該当事項はありません。
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会計監査人の状況

① 当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 124百万円
② 当社及び当社子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他財産上の利益の合計額 139百万円

会計監査人の状況
(1) 会計監査人の名称

　有限責任 あずさ監査法人

(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

注１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法上の会計監査人の監査に対する報酬等の額と金融商
品取引法上の監査に対する報酬等の額を明確に区分しておらず、かつ、実質的にも区分できないため、上
記の金額には、これらの合計額を記載しています。

２. 当社監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠など
が適切であるかどうかについて必要な検証を行った上で、会計監査人が所要の監査体制・監査時間を確保
し、適正な監査を実施するために上記の監査報酬額が妥当な水準であると認められることから、会計監査
人の報酬等の額について同意しました。

３. 当社の重要な子会社である、Kyowa Kirin, Inc.、Kyowa Kirin International plcは、当社の会計監査人
以外の監査法人の監査を受けています。

４. 当社は、会計監査人に対して、公認会計士法第２条第１項の業務以外である非財務情報の開示に係るアド
バイザリー業務を委託し、対価を支払っています。

(3) 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　当社の監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当し、当社の会計監
査業務に重大な支障があると判断したときには、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任しま
す。
　また、当社の監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、会計監査人の変更が必要
であると判断した場合には、会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定し、当社の取締
役会は、当該決定に基づき当該議案を株主総会に提出します。

－ 2 －
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会社の体制及び方針

業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要
(1) 業務の適正を確保するための体制
　当社は、親会社であるキリンホールディングス株式会社の「内部統制システムに関する基本方
針」を踏まえ、会社法第362条第４項第６号「取締役の職務の執行が法令及び定款に適合すること
を確保するための体制その他株式会社の業務並びに当該株式会社及びその子会社から成る企業集団
の業務の適正を確保するために必要なものとして法務省令で定める体制」として、以下を定めてい
ます。

１. 当社及び子会社（以下、当社グループ）の取締役及び使用人の職務の執行が法令等を遵守する
こと及び定款に適合することを確保するための体制（コンプライアンス体制）
　当社グループにおけるコンプライアンスを推進するため、以下の体制を整備する。
・当社グループのコンプライアンスの基本方針を定めると共に、これを実効化する組織及び規程
を整備する。
・コンプライアンスに関する統括組織を設置し、当社グループの役職員に対する教育・啓発活動
等を通じてコンプライアンス意識の醸成を図ると共に、コンプライアンス違反発生時の対応に
関する手順を明確化し、当社グループの各社に周知する。
・コンプライアンス体制の構築・運用状況について、内部監査専任組織が監査を実施する。
・財務報告の信頼性を確保するための内部統制報告体制を構築し、その有効かつ効率的な運用及
び評価を行う。

２. 当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制（情報保存管理体制）
　当社の取締役の職務執行に係る情報については、社内規程に基づき適切に保存・管理を行うと
共に、取締役又は監査役に対して閲覧可能な状態を維持する。

３. 当社グループの損失の危険の管理に関する規程その他の体制（リスクマネジメント体制）
　当社グループのリスクを適正に管理するため、以下の体制を整備する。
・当社グループにおけるリスクマネジメントの基本方針を定めると共に、これを実効化する組織
及び規程を整備する。
・リスクマネジメントに関する統括組織を設置し、当社グループ各組織のリスクマネジメント活
動を通じて、リスクマネジメントの実効性を確保すると共に、リスクの開示及びクライシス発
生時の対応に対する手順を明確化し、当社グループ各社に周知する。
・リスクマネジメント体制の構築・運用状況について、内部監査専任組織が監査を実施する。

－ 3 －
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会社の体制及び方針

４. 当社グループの取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制（効率的職
務執行体制）
　当社グループの取締役の職務の執行が効率的に行われるために、以下の体制を整備する。
・職務分掌、職務権限及び意思決定その他の組織に関する規程・基準類を定める。
・取締役会の決議により、業務執行を担当する執行役員を選任するほか、必要に応じ当社グルー
プ各社に取締役を派遣し、適正な業務執行・意思決定の監督を行う。
・経営戦略会議を設置し、意思決定を迅速化する。
・グループ子会社の取締役の職務執行に関する権限及び責任については、各社が業務分掌規程、
職務権限規程その他の社内規程において明文化し、それぞれ業務を効率的に遂行する。
・当社グループ各社ごとに年度計画を策定し、モニタリング等を通じて定期的に業績管理を行
う。

５. 当社グループの取締役の職務執行の報告に関する体制並びに当社グループ及び当社の親会社か
ら成る企業集団におけるその他の業務の適正を確保するための体制（業務執行の報告及びその
他のグループ内部統制体制）
　当社グループの取締役の職務執行の報告並びに当社グループ及び当社の親会社から成る企業集
団におけるその他の業務の適正を確保するために、親会社であるキリンホールディングス株式会
社のグループ運営の基本方針を踏まえ、以下の体制を整備する。
・グループ子会社の主管部署を設置し、子会社の自主性を尊重しつつ、事業の状況に関する定期
的な報告を受けると共に、重要事項については事前協議を行うなど、必要に応じて主管部署か
ら指導、助言を行う。
・グループ子会社の業務執行に関する責任及び権限を定め、各社業務について内部監査専任組織
による監査を実施する。

６. 当社の監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関
する事項、当該使用人の当社の取締役からの独立性に関する事項及び当社の監査役の当該使用
人に対する指示の実効性の確保に関する事項（以下総称して、監査役関連体制）
　当社の監査役の求めに応じ、必要があるときは使用人若干名に、監査役の職務の補助業務を担
当させる。また、当該使用人としての独立性を確保するため、当該使用人の任命、異動及び評価
等の人事に関する事項の決定は、当社の監査役の同意を必要とする。なお、当該使用人が監査役
の職務の補助業務を担当するときは、業務執行に係る役職を兼務せず、当社の監査役の指揮命令
のみに従う。

－ 4 －



2026/02/19 19:19:06 / 25282310_協和キリン株式会社_招集通知

会社の体制及び方針

７. 当社グループの取締役、監査役及び使用人が当社の監査役に報告をするための体制
① 当社の取締役は監査役に対し以下の報告を行う。
・取締役会に付議される事項について、事前にその内容、その他監査役監査上有用と判断され
る事項。
・当社グループ各社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実を発見した場合は、その事実。
・当社グループの取締役又は使用人が法令若しくは定款に違反する行為をし、又はこれらの行
為をするおそれがあると考えられるときは、その旨。
・当社の監査役の同意を要する法定事項。
・当社の内部統制システムの整備状況及びその運用状況。
当社の監査役は、上記事項に限らず、その必要に応じ随時に、当社グループ各社の取締役、
監査役及び使用人に対し報告を求めることができる。

② 当社グループ各社の取締役、監査役及び使用人（当該取締役、監査役及び使用人から報告を
受けた者を含む）は、当社グループ各社の業務の適正を確保する上で当社の監査役に報告す
ることが適切と判断する事項が生じた場合、直接当社の監査役に報告することができる。ま
た、当社の監査役は内部通報制度の運用状況について、担当部署から定期的に報告を受ける
と共に、自らが必要と認めた場合、直ちに当該運用状況について報告をさせることができ
る。

８. 前号の報告をした者が当社の監査役に当該報告をしたことを理由として不利な扱いを受けない
ことを確保するための体制
　当社は、前号の報告をした者がそのことを理由として不利な取扱いを受けないことを定めた当
社グループ共通の規程類を整備し、当社グループの各社に周知した上で適切に運用する。

９. 当社の監査役の職務執行について生ずる費用の前払い又は償還の手続き等に関する事項
　当社は、当社の監査役の職務執行について生ずる費用の前払い又は償還の手続き等について、
速やかに当該費用又は債務を処理する。

10. その他当社の監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
　当社の監査役は、当社の代表取締役等との意見交換会を定期的に開催する。当社の監査役は、
内部監査専任組織等と連携した監査を実施することができる。また、当社は、当社の監査役の要
請に基づき、当社の監査役が当社グループ各社の会議に出席する機会を確保する等、当社の監査
役の監査が実効的に行われるための体制を整備する。

－ 5 －
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会社の体制及び方針

(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
１. コンプライアンス体制
　当社は「協和キリングループコンプライアンス基本方針」及び、同方針に基づいた「協和キリ
ングループ行動規範」を制定し、国内外のグループ会社に周知、運用しています。さらに内部通
報制度（コンプライアンスライン）を国内外のグループ会社で運用しています。コンプライアン
ス統括部署であるCSR推進部（2026年１月よりコンプライアンス＆リスクマネジメント部へ名
称変更）がこれらの体制整備を行うと共に、グループコンプライアンス意識調査、集合研修、e
－ラーニング等の教育・啓発活動を通じて、経営トップをはじめ、グループ内におけるコンプラ
イアンス意識の醸成を図っています。また、グループCSR委員会（2025年10月より機能を再編
したうえでグループコンプライアンス委員会に名称変更）においてコンプライアンスの徹底状況
を含めた報告がなされており、その内容は適時に取締役会に報告されています。

２. 情報保存管理体制
　当社は、取締役会等の議事録、りん議書、会計書類その他の業務執行に関する文書について、
文書規程その他関連する規程に基づき、その種類毎に適切な保存期間を設定の上、適切に管理・
保存しています。これらの文書については、全ての取締役・監査役が閲覧できるようにしていま
す。

３. リスクマネジメント体制
　当社は、当社グループのリスクマネジメント強化のため、「協和キリングループリスクマネジ
メント基本方針」を制定し、同方針を行動規範に反映すると共に、規程・基準類を定め、グルー
プ各社に周知しています。また、当社はリスクマネジメントシステムにより、CSR推進部
（2026年１月よりコンプライアンス＆リスクマネジメント部へ名称変更）が統括して事業にか
かるリスクを抽出し、経営戦略会議及び各地域のリージョナルCSR委員会（2025年10月より機
能を再編したうえでリスクマネジメント委員会へ名称変更）では四半期毎のモニタリングを、年
２回のグループCSR委員会（2025年10月より機能を再編したうえでグループリスクマネジメン
ト委員会へ名称変更）ではリスクマネジメントの総括及び次年度の活動方針の策定を行っていま
す。その内容は適時に取締役会に報告されています。

－ 6 －
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会社の体制及び方針

４. 効率的職務執行体制
　当社は、社内規程により取締役会での決議事項等の意思決定のルールを明確化しており、取締
役会（当期中に計14回開催）、グローバル経営戦略会議（当期中に計18回開催）、経営戦略会
議（当期中に計６回開催）において、各付議事項を審議し、効率的な意思決定を行っています。
また、当社は中期経営計画（2021年１月から2025年12月まで）、年度経営計画（2025年１
月から12月まで）に基づき、四半期のモニタリング等を通じて組織的に業績管理を行っていま
す。

５. 業務執行の報告及びその他のグループ内部統制体制
　当社は、当社グループを管理する社内規程のもと、主管部署を定めて管理を行っています。グ
ローバルなグループガバナンスの更なる強化のため、主管部署、機能部門、内部監査部門の責務
を明確化した当該規程を運用し、当社グループに関連する基本方針・規程類の整備を行っていま
す。

６．～10．監査役関連体制
　当社は、監査役の監査機能強化を図るために、監査役の業務を補助する専任の使用人を設置し
ています。また、監査役の業務を補助する専任の使用人は、業務執行から独立しており、当社の
監査役の指揮命令のみに従っています。当社の監査役は、当社グループの取締役等から重要な事
項や監査上有用な事項について適時・適切に報告を受けています。また、当社の監査役は必要に
応じて随時に、当社グループの取締役等に報告を求めることができます。内部通報制度（コンプ
ライアンスライン）において、当社取締役に関する通報は直接監査役へ通知される仕組みを導入
しています。内部通報制度の運用状況については、コンプライアンス・リスクマネジメント担当
部門、人事担当部門より定期的に報告を受けています。監査役への報告（通報）をした者が当該
報告をしたことを理由として不利な扱いを受けないことを定めた「グループ内部通報規程」を制
定し、国内外グループ各社に周知を行っています。監査役の職務の執行について生ずる費用は会
社が負担することとしており、速やかに処理を行っています。また、当社の監査役は当社の代表
取締役等との意見交換会を定期的に開催すると共に、内部監査専任組織と緊密な連携を保つこと
により、効率的に監査を実施しています。さらに、監査役の要請に応じて当社と当社の主要子会
社の会議に出席する機会を確保する等、当社は当社の監査役が実効的に監査を行うための体制を
整備しています。

－ 7 －
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会社の体制及び方針

コーポレートガバナンス体制図（2025年12月31日現在）

株主総会
監査

内部監査

会計監査

連携

連携

取締役会 指名・報酬諮問委員会

経
営
監
査
部

執行組織※

（One Kyowa Kirin）

監査役会
監査役

会
計
監
査
人

連携

経営戦略会議
コンプライアンス委員会
リスクマネジメント委員会

※執行組織のガバナンスは地域（リージョン）軸、機能（ファンクション）軸と製品（フランチャイズ）軸をあわせたマトリックスマネジメント（One Kyowa Kirin）を構築

会長CEO
社長COO
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連結持分変動計算書

連結持分変動計算書（2025年１月１日から2025年12月31日まで）
(単位:百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金
その他の資本の構成要素
新株予約権 在外営業活動体

の換算差額
2025年１月１日残高 26,745 427,733 △5,887 371,050 27 30,661
当期利益 － － － 67,040 － －
その他の包括利益 － － － － － 7,032
当期包括利益合計 － － － 67,040 － 7,032
剰余金の配当 － － － △30,882 － －
自己株式の取得 － － △9 － － －
自己株式の処分 － △8 56 － － －
株式に基づく報酬取引 － 8 255 － △27 －
その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替 － － － △886 － －
所有者との取引額合計 － △0 302 △31,768 △27 －
2025年12月31日残高 26,745 427,733 △5,585 406,321 － 37,693

親会社の所有者に帰属する持分

資本合計
その他の資本の構成要素

合計
その他の包括利
益を通じて公正
価値で測定する
金融資産

確定給付制度の
再測定 合計

2025年１月１日残高 482 － 31,171 850,811 850,811
当期利益 － － － 67,040 67,040
その他の包括利益 △558 △387 6,088 6,088 6,088
当期包括利益合計 △558 △387 6,088 73,127 73,127
剰余金の配当 － － － △30,882 △30,882
自己株式の取得 － － － △9 △9
自己株式の処分 － － － 48 48
株式に基づく報酬取引 － － △27 235 235
その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替 499 387 886 － －
所有者との取引額合計 499 387 859 △30,607 △30,607
2025年12月31日残高 424 － 38,117 893,332 893,332

－ 9 －
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連　結　注　記　表

連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記
１．連結計算書類の作成基準

　当社グループの連結計算書類は、会社計算規則第120条第１項の規定により、国際会計基準（以下「IFRS」という。）に準拠
して作成しています。なお、本連結計算書類は同項後段の規定により、IFRSで求められる開示項目の一部を省略しています。

２．連結の範囲に関する事項
連結子会社の数　　　　　　44社

Kyowa Kirin Reinsurance, Inc.を新たに設立したため、当連結会計年度より連結の範囲に含めています。
主要な連結子会社の名称

Kyowa Kirin USA Holdings, Inc.、Kyowa Kirin, Inc.、Kyowa Kirin International plc
Orchard Therapeutics (Europe) Limited

３．持分法の適用に関する事項
持分法適用会社の数　　　　14社
主要な持分法適用会社の名称

協和キリン富士フイルムバイオロジクス株式会社、KKI Grunenthal UK HoldCo Ltd、キリンバイオマテリアル株式会社
Cowellnex株式会社

４．会計方針に関する事項
⑴　重要な資産の評価基準及び評価方法

①　金融資産（デリバティブを除く）
(ⅰ) 当初認識及び測定

　当社グループは、金融資産について、純損益又はその他の包括利益を通じて公正価値で測定される金融資産、償却原価
で測定される金融資産に分類しています。この分類は、当初認識時に決定しています。
　当社グループは、償却原価により測定される金融資産については取引日に当初認識しており、それ以外の金融資産につ
いては決済日に当初認識しています。
　全ての金融資産は、純損益を通じて公正価値で測定される区分に分類される場合を除き、公正価値に金融資産の取得に
直接起因する取引コストを加算した金額で測定しています。ただし、重大な金融要素を含まない営業債権は、取引価格で
算定しています。
　金融資産は、以下の要件をともに満たす場合には、償却原価で測定される金融資産に分類しています。

・契約上のキャッシュ・フローを回収するために資産を保有することを目的とする事業モデルに基づいて、資産が保有
されている。

・金融資産の契約条件により、元本及び元本残高に対する利息の支払いのみであるキャッシュ・フローが特定の日に生
じる。

　償却原価で測定される金融資産以外の金融資産は、公正価値で測定される金融資産に分類しています。
　公正価値で測定される金融商品のうち資本性金融商品については、個々の資本性金融商品ごとに、純損益を通じて公正
価値で測定するか、その他の包括利益を通じて公正価値で測定するかを指定し、当該指定を継続的に適用しています。

－ 10 －
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(ⅱ) 事後測定
　金融資産の当初認識後の測定は、その分類に応じて以下のとおり測定しています。

⒜　償却原価により測定される金融資産
　償却原価により測定される金融資産については、実効金利法による償却原価により測定しています。

⒝　公正価値により測定される金融資産
　償却原価により測定される金融資産以外の金融資産は、公正価値で測定しています。
　純損益を通じて公正価値で測定される金融資産の公正価値の変動額は、純損益として認識しています。
　ただし、資本性金融商品のうち、その他の包括利益を通じて公正価値で測定すると指定したものについては、公正価
値の変動額はその他の包括利益として認識し、認識を中止した場合、あるいは公正価値が著しく下落した場合には利益
剰余金に振替えています。なお、当該金融資産からの配当金については、明らかに投資原価の一部回収である場合を除
き、金融収益の一部として純損益として認識しています。

(ⅲ) 認識の中止
　当社グループは、金融資産からのキャッシュ・フローに対する契約上の権利が消滅する、又は当社グループが金融資産
から生じるキャッシュ・フローを受け取る契約上の権利を譲渡し、金融資産の所有に係るリスクと経済価値のほとんど全
てを移転する場合において、金融資産の認識を中止しています。

②　金融資産の減損
　償却原価により測定される金融資産については、予想信用損失に対する貸倒引当金を認識しています。
　当社グループは、期末日ごとに金融資産に係る信用リスクが当初認識時点から著しく増加しているかどうかを評価してお
り、当初認識時点から信用リスクが著しく増加していない場合には、12か月の予想信用損失を貸倒引当金として認識して
います。一方で、当初認識時点から信用リスクが著しく増加している場合には、全期間の予想信用損失と等しい金額を貸倒
引当金として認識しています。
　信用リスクが著しく増加しているかどうかについては、各報告日ごとに当初認識以降の債務不履行の発生リスクの変化に
基づいて判断しており、債務不履行の発生リスクに変化があるか否かの評価を行う際には、契約上の支払期日の経過情報や
債務者の経営成績の悪化の情報等を考慮しています。ただし、営業債権については、信用リスクの当初認識時点からの著し
い増加の有無にかかわらず、常に全期間の予想信用損失と等しい金額で貸倒引当金を認識しています。
　予想信用損失は、契約に従って企業に支払われるべき全ての契約上のキャッシュ・フローと、企業が受け取ると見込んで
いる全てのキャッシュ・フローとの差額の割引現在価値に基づいて測定しています。当社グループは、金融資産の予想信用
損失を、過去における債務不履行の実績率等の合理的に利用可能かつ裏付け可能な情報に基づき見積っています。なお、予
想信用損失の見積りの修正に伴う金額は純損益で計上しています。
　いずれの金融資産においても、履行強制活動を行ってもなお返済期日を大幅に経過している場合、債務者が破産、会社更
生、民事再生、特別清算といった法的手続きを申し立てる場合など、債務不履行と判断される場合には、信用減損金融資産
として取扱っています。なお、当社グループは、ある金融資産について契約上のキャッシュ・フローの全体又は一部分を回
収するという合理的な予想を有していない場合には、金融資産の総額での帳簿価額を直接減額しています。

－ 11 －
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③　金融負債（デリバティブを除く）
(ⅰ) 当初認識及び測定

　当社グループが保有する金融負債については、償却原価で測定される金融負債に分類しています。この分類は、当初認識
時に決定しています。
　なお、当該金融負債は発行に直接起因する取引コストを控除した金額で当初測定しています。

(ⅱ) 事後測定
　償却原価で測定される金融負債については、実効金利法による償却原価で事後測定しています。

(ⅲ) 認識の中止
　当社グループは、金融負債が消滅したとき、すなわち、契約中に特定された債務が免責、取消し、又は失効となった時
に、金融負債の認識を中止しています。

④　デリバティブ及びヘッジ会計
　当社グループは、為替リスクを管理するために、必要に応じて先物為替予約取引及び通貨スワップ取引のデリバティブを
利用することとしています。これらのデリバティブは、契約が締結された日の公正価値で当初認識され、当初認識後も公正
価値で再測定しています。公正価値の変動は、原則として、純損益を通じて認識しています。
　ただし、当社グループは、ヘッジ会計の要件を満たす一部のデリバティブについてキャッシュ・フロー・ヘッジを適用
し、以下のように会計処理しています。
　ヘッジ手段に係る利得又は損失のうち有効部分はその他の包括利益として認識し、非有効部分は純損益として認識してい
ます。その他の包括利益に計上されたヘッジ手段に係る金額は、ヘッジ対象である取引が純損益に影響を与える時点で純損
益に振替えています。ヘッジ対象が非金融資産又は非金融負債の認識を生じさせるものである場合には、その他の包括利益
として認識されている金額は、非金融資産又は非金融負債の当初の帳簿価額の修正として処理しています。予定取引又は確
定約定の発生がもはや見込まれない場合には、従来のその他の包括利益を通じて資本として認識していた累積損益を純損益
に振替えています。

⑤　棚卸資産
　棚卸資産は、取得原価と正味実現可能価額のいずれか低い価額で測定しています。正味実現可能価額は、通常の事業過程
における見積売価から、完成までに要する見積原価及び見積販売費用を控除した額です。取得原価は、主として総平均法に
基づいて算定されており、購入原価、加工費及び現在の場所・状態に至るまでに要した全ての費用を含んでいます。
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①　有形固定資産 定額法
　主要な資産項目ごとの見積耐用年数は、以下のとおりです。

建物及び構築物　　：15～50年
機械装置及び運搬具：４～15年
使用権資産：見積耐用年数又はリース期間のいずれか短い年数

　なお、見積耐用年数、残存価額及び減価償却方法は、各年度末に見直しを行い、変更があった場
合には、会計上の見積りの変更として将来に向かって認識しています。

②　無形資産 定額法
　主要な無形資産の見積耐用年数は、以下のとおりです。

販売権　　　　　　：５～19年
　なお、見積耐用年数、残存価額及び償却方法は、各年度末に見直しを行い、変更があった場合に
は、会計上の見積りの変更としてその影響を将来に向かって認識しています。

③　非金融資産の減損

⑵　重要な償却資産の減価償却又は償却の方法

　棚卸資産、繰延税金資産、売却目的で保有する資産及び退職給付に係る資産を除く当社グループの非金融資産の帳簿価額
は、期末日ごとに減損の兆候の有無を判断しています。減損の兆候が存在する場合は、当該資産の回収可能価額を見積って
います。のれん及び償却が開始されていない又は未だ使用可能ではない無形資産については、回収可能価額を毎年同じ時期
に見積っています。
　資産又は資金生成単位の回収可能価額は、使用価値と処分費用控除後の公正価値のいずれか大きい方の金額としていま
す。使用価値の算定において、見積将来キャッシュ・フローは、貨幣の時間価値及び当該資産に固有のリスクを反映した税
引前割引率を用いて、現在価値に割り引いています。減損テストにおいて個別にテストされない資産は、継続的な使用によ
り他の資産又は資産グループのキャッシュ・インフローから、概ね独立したキャッシュ・インフローを生成する最小の資金
生成単位に統合しています。
　減損損失は、資産又は資金生成単位の帳簿価額が回収可能価額を超過する場合に、純損益として認識しています。資金生
成単位に関連して認識した減損損失は、まずその単位に配分されたのれんの帳簿価額を減額するように配分し、次に資金生
成単位内のその他の資産の帳簿価額を比例的に減額しています。
　のれんに関連する減損損失は、戻入れていません。その他の資産については、過去に認識した減損損失は、毎期末日にお
いて損失の減少又は消滅を示す兆候の有無を評価しています。回収可能価額の決定に使用した見積りが変化した場合は、減
損損失を戻入れています。減損損失は、減損損失を認識しなかった場合の帳簿価額から必要な減価償却費及び償却額を控除
した後の帳簿価額を超えない金額を上限として、戻入れています。

⑶　重要な引当金の計上基準
　引当金は、過去の事象の結果として、当社グループが、現在の法的又は推定的債務を負っており、当該債務を決済するため
に経済的資源の流出が生じる可能性が高く、当該債務の金額について信頼性のある見積りができる場合に認識しています。
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⑷　従業員給付
①　退職後給付

　当社グループは、従業員の退職給付制度として、確定給付制度と確定拠出制度を採用しています。
　当社グループは、確定給付制度債務の現在価値及び関連する当期勤務費用並びに過去勤務費用を、予測単位積増方式を用
いて算定しています。
　割引率は、報告期間の期末日時点の優良社債の市場利回りに基づき算定しています。
　確定給付制度に係る負債又は資産は、確定給付制度債務の現在価値から制度資産の公正価値（必要な場合には、確定給付
資産の上限、最低積立要件への調整を含む）を控除して算定しています。
　確定給付制度の再測定額は、発生した期においてその他の包括利益として一括認識し、直ちにその他の資本の構成要素か
ら利益剰余金に振替えています。
　過去勤務費用は、発生した期の純損益として処理しています。
　確定拠出型の退職給付に係る費用は、拠出した時点で費用として認識しています。

②　短期従業員給付
　短期従業員給付は、従業員から関連する勤務が提供された時点で費用として認識しています。
　有給休暇費用は、それらを支払う法的若しくは推定的な債務を負っており、信頼性のある見積りが可能な場合に、それら
の制度に基づいて支払われると見積られる額を負債として認識しています。

⑸　収益の計上基準
　顧客との契約から生じる収益
　当社グループは、顧客との契約における履行義務を識別し、収益を、顧客への財又はサービスの移転と交換に企業が権利を
得ると見込んでいる対価の金額で認識しています。当該金額には、消費税や付加価値税等の税務当局の代理で回収した金額は
含めていません。また、顧客との契約における対価に変動対価が含まれている場合には、変動対価に関する不確実性がその後
に解消される際に、認識した収益の累計額の重大な戻入れが生じない可能性が非常に高い範囲でのみ、取引価格に含めていま
す。

(ⅰ) 製商品の販売から生じる収益
　顧客に対する製商品の販売契約並びに製商品に係る販売権の譲渡契約及びライセンス契約については、顧客へ製商品、販売
権又はライセンス（以下「製商品」という。）を引き渡した時点で、製商品への支配が顧客に移転し、履行義務が充足される
ことから、当該時点で収益を認識しています。
　製商品の販売から生じる収益は、主に卸売業者、医療機関、医療保険会社、政府機関に対する割戻や値引等の項目を控除し
た金額で算定しています。控除調整のうち最も重要なものは、顧客に対する割戻、卸売業者に対するチャージバック、米国公
的医療保険制度に係る割戻、期限切れ返品に係る引当です。これらの調整額は、契約内容や過去の実績値等を考慮して算出さ
れますが、見積りに基づくため、実際の発生額を完全に反映していない場合があり、購入機関の種類、最終消費者及び製品の
売上構成等により変動する可能性があります。
　顧客に返金すると見込んでいる対価は、返金負債として計上しています。当該返金負債の見積りにあたっては、契約条件や
過去の実績などに基づく最頻値法を用いています。
　製商品の販売契約における対価は、顧客へ製商品を引き渡した時点から主として１年以内に受領しています。なお、重大な
金融要素は含んでいません。
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(ⅱ) 技術収入
　当社グループは、第三者に当社グループの開発品の開発、製造及び販売に係る権利の許諾等を認めたライセンス契約に基づ
き、技術収入として契約一時金、マイルストン収入及びランニング・ロイヤルティ収入を得ています。ライセンス契約には、
ライセンスの許諾以外に当社グループによる財又はサービスの提供がない場合と、製造技術や薬剤の提供等の開発協力、規制
当局承認対応、共同販売促進等に関して当社グループによる財又はサービスの提供がある場合があります。
　ライセンスの許諾以外に重要な財又はサービスの提供がない場合には、通常、契約一時金はライセンス許諾時点において履
行義務の全てが充足されることから、ライセンスを許諾した時点で収益を認識しており、開発活動が成功し規制当局の承認が
得られたこと等で受領するマイルストン収入は、事後に収益の重大な戻入が生じる可能性を考慮し、規制当局への承認申請等
の当事者間で合意したマイルストンが達成される可能性が非常に高くなった時点で収益を認識しています。
　また、ライセンスの許諾を含む複数の重要な財又はサービスの提供がある場合には、契約一時金及びマイルストン収入から
なる取引価格を、認識した単一又は複数の履行義務に対してその内容に応じて配分し、契約負債として計上した上で、当該履
行義務の充足に従い一定期間にわたって収益として認識しています。ライセンス契約に関連する開発協力等の履行義務は、
個々のライセンス契約に応じた適切な進捗度をインプット法により測定しています。
　ランニング・ロイヤルティ収入及び製剤の売上高合計が一定額を超えたこと等で受領する販売達成マイルストン収入は、売
上高ベース又は使用量ベースのロイヤルティに該当し、契約相手先の売上等を算定基礎として測定し、実際に販売又は使用さ
れた時点か、売上高ベース又は使用量ベースのロイヤルティに配分された履行義務が充足された時点のいずれか遅い時点で収
益を認識しています。
　ライセンス契約における対価は、ライセンスの許諾時点並びにマイルストン達成等の契約に基づく合意時点から主として１
年以内に受領しています。なお、重大な金融要素は含んでいません。

⑹　共同開発及び共同販売
　当社グループは、当社グループ又は提携先企業の開発品及び製品について、提携先企業との間で共同開発及び共同販売契
約を締結しています。
　上記契約に基づき、当社グループが、契約の対価として契約一時金のほか、マイルストン収入、及びランニング・ロイヤ
ルティ収入等を提携先企業から受取る権利、又は提携先企業に支払う義務を有します。
　また、共同開発活動や共同販売促進活動において、提携先企業との間で費用や利益の折半を行う場合における当社グルー
プの提携先企業への支出、又は当社グループの提携先企業からの収入については、個々の契約内容や取引実態に即して、売
上収益、売上原価、販売費及び一般管理費、又は研究開発費に計上又は戻入しています。
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アトピー性皮膚炎等を対象としたKHK4083に関するAmgen社への導出契約
　2021年６月１日において、当社とAmgen社は、当社が創薬したヒト型抗OX40モノクローナル抗体KHK4083の自己免
疫疾患であるアトピー性皮膚炎等を対象とした共同開発・販売に関する契約を締結しました。なお、本契約は米国の独占禁
止法に基づく待機期間を終了したことを受けて、2021年７月31日に発効しています。
　本契約に基づき、Amgen社は本剤の開発や製造を主導し、当社が単独で販売活動を担当する日本を除き、グローバルで
の販売活動を主導しています。両社は米国において本剤のコ・プロモーションを行い、当社は米国以外（日本を除く欧州及
びアジア）においてコ・プロモーションを行う権利を有しています。Amgen社は、当社に400百万ドルの契約一時金、今
後最大850百万ドルのマイルストンと全世界での売上に対するロイヤルティを支払います。両社は、日本を除く全世界での
開発費及び米国での販売にかかる費用を折半します。なお、日本を除く全世界の市場における本剤の売上はAmgen社に計
上されます。
　本契約により受領した契約一時金400百万ドルは、「⑸　収益の計上基準」に記載のとおり、契約負債に計上し、ライセ
ンスの許諾と一体の製造技術や治験薬の提供等の開発協力及び製造販売承認取得に向けた支援等の当社グループによる重要
な財又はサービスの移転が完了する米国での承認取得の見込時期までにわたり、履行義務の充足に応じて当該契約負債を取
り崩し、売上収益を認識しています。なお、当連結会計年度において売上収益として認識した金額は6,493百万円です。
　また、共同開発活動及び共同販売活動の準備活動に伴い生じる費用については、その性質に応じて販売費及び一般管理費
又は研究開発費に計上しています。

⑺　外貨の換算基準
①　外貨建取引

　外貨建取引は、取引日の直物為替レート又はそれに近似するレートで機能通貨に換算しています。
　期末日における外貨建貨幣性資産及び負債は、期末日の直物為替レートで機能通貨に換算しています。公正価値で測定さ
れる外貨建非貨幣性資産及び負債は、当該公正価値の算定日における直物為替レートで機能通貨に換算しています。
　換算及び決済により生じる換算差額は、純損益として認識しています。ただし、その他の包括利益を通じて測定される金
融資産については、その他の包括利益として認識しています。取得原価で測定する外貨建ての非貨幣性項目は、引き続き取
引日の直物為替レート又はそれに近似するレートで換算しています。

②　在外営業活動体
　在外営業活動体の資産及び負債については期末日の直物為替レート、収益及び費用については取引日に近似するレートを
用いて日本円に換算しています。当該換算から生じる換算差額は、その他の包括利益として認識しています。在外営業活動
体の換算差額は、在外営業活動体が処分された期間に純損益として認識されます。

⑻　のれんに関する事項
　企業結合から生じたのれんについては、取得原価から減損損失累計額を控除した価額で表示しています。のれんの償却を行
わず、毎期（第４四半期中）及び減損の兆候がある場合には、その都度、減損テストを実施しています。

⑼　その他連結計算書類の作成のための重要な事項
記載金額の表示

　百万円未満を四捨五入して表示しています。
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５．会計上の見積りに関する注記
⑴　仕掛研究開発費の減損

①　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額
　仕掛研究開発費　79,228百万円

②　会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報
　仕掛研究開発費は、主に製品、開発品及び技術などの導入契約に伴い取得した無形資産のうち、研究開発等の段階にあ
り、未だ規制当局の販売承認が得られていないものです。当社グループは、仕掛研究開発費について個別資産ごとに毎期
（第４四半期間中）及び減損の兆候がある場合にはその都度、減損テストを実施しています。減損テストの回収可能価額
は、主として使用価値に基づき算定しています。使用価値の測定においては、当該研究開発品の開発コストの総額、開発成
功確率及び将来の販売予測等に見積りを使用しています。これらの見積りが変化した場合には、翌連結会計年度の連結計算
書類に重要な影響を及ぼす可能性があります。

⑵　販売権の減損
①　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

　販売権　115,656百万円
②　会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

　当社グループは、医薬品の販売権について個別資産ごとに減損の兆候がある場合にはその都度、減損テストを実施してい
ます。減損テストの回収可能価額は、主として使用価値に基づき算定しています。使用価値の測定においては、当該製品の
将来の販売予測等に見積りを使用しています。これらの見積りが変化した場合には、翌連結会計年度の連結計算書類に重要
な影響を及ぼす可能性があります。

⑶　金融商品の減損
①　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

　関係会社社債　18,500百万円
②　会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報

　関係会社社債は当社の持分法適用会社である協和キリン富士フイルムバイオロジクス株式会社が発行して当社が引受けて
いる社債です。株式に係る持分を超える当該企業の損失を、共同支配企業に対する純投資の一部を実質的に構成する同社債
で調整しており、連結財政状態計算書において「持分法で会計処理されている投資」に含めています。当社は同社債の信用
リスクの著しい増加の有無及び12か月の予想信用損失を同社の将来の事業計画に基づき判断しており、当年度の貸倒引当
金の計上は不要と判断しています。当該事業計画には、主要な仮定として市場環境を踏まえた見込販売数量及び取引条件等
を用いており、これらの見積りが変化した場合には、翌連結会計年度の連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性がありま
す。
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その他の金融資産（流動資産）（注） 300百万円

178,465百万円

関連会社の借入金に対する債務保証 8,943百万円

1,136百万円

普通株式 525,634,500株

決 議 株式の種類 配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円) 基　準　日 効力発生日

2 0 2 5 年 ３ 月 1 9 日
定 時 株 主 総 会 普通株式 15,177 29.00 2024年12月31日 2025年３月21日

2 0 2 5 年 ７ 月 3 1 日
取 締 役 会 普通株式 15,705 30.00 2025年６月30日 2025年９月１日

計 ― 30,882 ― ― ―

①　配当金の総額 16,752百万円
②　配当の原資 利益剰余金
③　１株当たり配当額 32.00円
④　基準日 2025年12 月31日
⑤　効力発生日 2026年 ３ 月23日

連結財政状態計算書に関する注記
１．担保に供している資産及び担保に係る債務
　担保に供している資産

　（注）関税法・消費税法に基づく納期限延長制度を利用する際の担保として供託している現金です。
２．有形固定資産の減価償却累計額及び減損損失累計額

３．保証債務等
　保証債務

４．政府補助金により有形固定資産の取得原価から控除している額

連結持分変動計算書に関する注記
１．当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

２．配当に関する事項
⑴　配当金支払額

⑵　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
　2026年３月19日開催予定の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案しています。
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金融商品に関する注記
１．資本管理

　当社グループは、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を実現するため、健全性を維持しつつ成長投資機会に対して機動的
に対応できる柔軟性も有した財務基盤を確保することを資本管理方針としており、資本効率については親会社所有者帰属持分当期
利益率（ROE）を適宜モニタリングしています。

２．財務上のリスク管理
　当社グループは、事業活動を行う過程において、財務上のリスク（信用リスク、流動性リスク、為替リスク、株価の変動リスク
等）に晒されており、当該財務上のリスクを軽減するために、リスク管理を行っています。
　また、当社グループは、為替変動リスクを管理する目的でデリバティブ取引を利用しており、投機的な取引は行わない方針で
す。
⑴　信用リスク管理

　事業活動から生ずる営業債権等は、顧客の信用リスクに晒されています。
　信用リスクとは、顧客が契約上の債務に関して債務不履行になり、当社グループに財務上の損失を発生させるリスクです。
　当社グループは、債権回収管理規程に従い、営業債権等について、各営業部門において主要な取引先の状況を定期的にモニタ
リングし、取引相手ごとに残高を管理するとともに、財務状況の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っています。
　デリバティブ取引の利用にあたっては、カウンターパーティーリスクを軽減するために、原則として格付の高い金融機関に限
定して取引を行っています。
　なお、特定の取引先に対する信用リスクの集中は発生していません。また、金融資産の信用リスクに係る最大エクスポージャ
ーは、連結財政状態計算書における帳簿価額です。
　当社グループは、営業債権に対し、常に全期間の予想信用損失に等しい金額で貸倒引当金を計上しています。なお、営業債権
以外の償却原価により測定される金融資産については、12か月以内に生じる予想信用損失と等しい金額で貸倒引当金を測定し
ていますが、過去の実績率や将来の経済状況等を勘案し、金額的に重要性がないと見込まれるため貸倒引当金を計上していませ
ん。

⑵　流動性リスク管理
　流動性リスクは、当社グループが期限の到来した金融負債の返済義務を履行するにあたり、支払期日にその支払いを実行でき
なくなるリスクです。当社グループは、適切な返済資金を準備するとともに、充分な手元流動性に加えコマーシャル・ペーパー
の発行枠と金融機関からのコミットメントラインを確保し、継続的にキャッシュ・フローの計画と実績をモニタリングすること
で流動性リスクを管理しています。

⑶　為替リスク管理
　当社グループは、グローバルに事業を展開していることから、外貨建て営業債権債務、在外子会社への外貨建て貸付金及び預
り金等について、為替リスクに晒されています。当社グループの為替リスクは、主に米ドル、ユーロ及び英ポンドの為替変動に
より発生しています。
　外貨建て営業債権債務、在外子会社への外貨建て貸付金及び預り金等については、為替の変動リスクに対して、必要に応じて
先物為替予約取引及び通貨スワップ取引を利用することとしています。
　デリバティブ取引の執行・管理については、取引権限等を定めた社内規程に従い実施しています。
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⑷　株価の変動リスク管理
　当社グループは、資本性金融商品（株式）から生じる株価の変動リスクに晒されています。
　資本性金融商品については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、取引先企業との関係を勘案して保
有状況を継続的に見直しています。

⑸　ヘッジ活動
　当社グループは、為替リスクを管理するために、必要に応じて先物為替予約取引及び通貨スワップ取引のデリバティブを利用
することとしています。これらのデリバティブは、契約が締結された日の公正価値で当初認識され、当初認識後も公正価値で再
測定しています。公正価値の変動は、原則として、純損益を通じて認識しています。
　ただし、当社グループは、ヘッジ会計の要件を満たす一部のデリバティブについてキャッシュ・フロー・ヘッジを適用してい
ます。
①　キャッシュ・フロー・ヘッジ

　当社は、外貨建取引に係る為替リスクをヘッジするために必要に応じて先物為替予約取引を利用しており、このうちヘッ
ジ会計の要件を満たす一部についてはキャッシュ・フロー・ヘッジを適用しています。

②　ヘッジ手段に指定されていないデリバティブ
　当社グループは、ヘッジ関係がヘッジ会計を適用する要件を満たさない場合を含め、経済的に合理的である場合には、デ
リバティブ取引を利用しています。
　当社グループが利用するヘッジ手段に指定されていないデリバティブ取引には、為替リスクに対するヘッジを目的とした
先物為替予約取引及び通貨スワップ取引があります。なお、投機目的によるデリバティブは保有していません。

３．金融商品の公正価値
　金融商品の公正価値の算定方法は、以下のとおりです。
（償却原価で測定される金融資産及び金融負債）
　営業債権及びその他の債権、現金及び現金同等物、営業債務及びその他の債務については、短期間で決済されるため、公正価値
は帳簿価額によっています。また、社債については、将来キャッシュ・フローを満期までの期間及び信用リスクを加味した利率で
割り引いた現在価値により算定しています。なお、償却原価で測定される金融資産については、帳簿価額が公正価値の合理的な近
似値となっているため、次表には含めていません。
（その他の金融資産及び金融負債）
　資本性金融商品のうち、上場株式の公正価値については、期末日の市場価格によって算定しており、非上場株式及び出資金の公
正価値については、直近の入手可能な情報に基づく評価技法を用いて算定しています。算定にあたっては、純資産価値等の観察不
能なインプットを利用しており、必要に応じて一定の非流動性ディスカウントを加味しています。
　デリバティブは、取引先金融機関から提示された価格等に基づいて算定しています。
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連結注記表

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
資産
純損益を通じて公正価値で測定する金融資産
　デリバティブ金融資産 － 120 － 120
その他の包括利益を通じて公正価値で測定する
金融資産
　上場株式 47 － － 47
　非上場株式及び出資金 － － 5,581 5,581
負債
純損益を通じて公正価値で測定する金融負債
　デリバティブ金融負債 － (40) (4,795) (4,836)

４．金融商品の公正価値のレベルごとの内訳等に関する事項
　公正価値で測定される金融商品について、測定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じた公正価値測定額を、レベ
ル１からレベル３まで分類しています。公正価値ヒエラルキーのレベル間の振替は、各四半期の期末日で発生したものとして認
識しています。
　レベル１：活発な市場における同一の資産又は負債の市場価格
　レベル２：レベル１以外の、観察可能な価格を直接又は間接的に使用して算出された公正価値
　レベル３：観察不能なインプットを含む評価技法から算出された公正価値

（単位：百万円）

（注）公正価値ヒエラルキーのレベル１、２の間の振替はありません。
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連結注記表

日本 122,537
北米 192,530
EMEA 83,672
その他 98,088
合計 496,826

収益認識に関する注記
　当社グループは、顧客に対して製商品の販売及び技術の導出を行っています。

１．収益の分解
　顧客との契約から生じる収益の分解は、以下のとおりです。
⑴　地域統括会社別の売上収益

（単位：百万円）

（注）１．One Kyowa Kirin体制（地域（リージョン）軸、機能（ファンクション）軸と製品（フランチャイズ）軸を組み合
わせたグローバルマネジメント体制）における地域統括会社（連結）の製商品の売上収益を基礎として区分してい
ます。

２．EMEAは、ヨーロッパ、中東及びアフリカ等です。
３．その他は、技術収入、造血幹細胞遺伝子治療（Orchard Therapeutics社の売上収益）及び受託製造等です。
４．前連結会計年度において区分掲記していた「アジア／オセアニア」の売上収益は、2024年のAPACリージョンの事

業再編に伴い、当連結会計年度より「その他」に含めて表示しています。
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連結注記表

製商品（注１、２） 438,380
主要な製商品

Crysvita/クリースビータ 217,830
Poteligeo/ポテリジオ 45,679
Libmeldy/Lenmeldy 6,442
Nourianz 9,463
フォゼベル 8,232
ダーブロック 15,463
ネスプ 1,388
ダルベポエチン アルファ注シリンジ「KKF」 10,442
ジーラスタ 18,155
ロミプレート 15,905
オルケディア 11,309
リツキシマブBS「KHK」 6,862
ノウリアスト 6,306
ハルロピ 4,543

技術収入（注３） 58,446
主要な技術収入

ベンラリズマブ ロイヤルティ（注４） 38,140
合計 496,826

⑵　財又はサービス別売上収益　　　　　　　　　（単位：百万円）

（注）１．製商品の売上収益は、従来、地域統括会社（連結）の売上収益を基礎として、「日本」と「海外」（日本以外）とに
分類していましたが、グローバル戦略品の伸長等に伴い、当連結会計年度より当該分類を廃止しています。

２．日本における売上収益は値引等控除前の金額、海外における売上収益は値引等控除後かつ為替影響込みの金額で表
示しています。

３．技術収入とは、第三者に当社グループの開発品の開発、製造及び販売に係る権利の許諾、並びに技術の使用等を認
めたライセンス契約に基づいて得ている契約一時金、マイルストン収入及びランニング・ロイヤルティ収入による
売上収益を指します。

４．ベンラリズマブ ロイヤルティには、AstraZeneca社販売のFasenraの売上ロイヤルティ（当社独自の見積りを含
む）のみを記載しています。

５．前連結会計年度において区分掲記していたドボベットは、LEO Pharma社と締結していた販売提携契約の終了に伴
い、当社による販売を2024年12月31日に終了しました。
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連結注記表

顧客との契約から生じた債権
　受取手形及び売掛金 174,514
契約負債 10,016

１年以内 8,086
１年超２年以内 1,930
２年超３年以内 －
３年超 －
合計 10,016

１．基本的１株当たり親会社所有者帰属持分 1,706.50円
２．基本的１株当たり当期利益 128.07円

２．当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
⑴　契約残高の変動

　顧客との契約から生じた債権及び契約負債の内訳は、以下のとおりです。
（単位：百万円）

（注）契約負債の期首残高のうち認識した収益の金額は、7,722百万円です。また、過去の期間に充足した履行義務から認識
した収益の金額は、55,000百万円であり、主なものは、マイルストン収入及びランニング・ロイヤルティ収入です。な
お、開発協力等の履行義務を提供する期間の見積りの変更により、収益に対しての累積的なキャッチアップ修正を行っ
ています。これにより契約負債残高は、当連結会計年度において1,492百万円減少しています。

⑵　履行義務の充足時期
　技術収入に関する契約における残存履行義務に配分した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間は、以下のとおりで
す。なお、実務上の便法を適用しているため、当初の予想残存期間が１年以内の取引は含めていません。

（単位：百万円）

１株当たり情報に関する注記

重要な後発事象に関する注記
（ロカチンリマブの開発・販売に関する権利の再取得について）
　当社は、2026年１月30日、アトピー性皮膚炎等を対象として開発中のKHK4083（一般名：ロカチンリマブ、以下「ロカチンリマ
ブ」という。）に関するAMGEN INC.（以下「Amgen社」という。）との既存の共同開発・販売契約を終了し、当社はロカチンリマ
ブの開発・商業化に関する権利を再取得しました。

⑴　本件の概要と背景
　当社は、ロカチンリマブに関する規制当局対応及び将来の商業化を含むグローバルプログラムの権利を再取得しました。今回の契
約終了は、Amgen社の戦略的ポートフォリオの見直しに伴うものです。
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連結注記表

⑵　本件が営業活動等へ及ぼす重要な影響
　ロカチンリマブは、画期的な作用機序を持ち、病態の根本原因の１つに作用する新規T細胞リバランス療法により、中等症から重
症のアトピー性皮膚炎の長期コントロールに変革をもたらす可能性があります。両社は、臨床試験に参加されている患者さんの治療
継続を最優先に考え、円滑なプログラム移行を進めていきます。
　なお、41年にわたる両社の協力関係は継続し、Amgen社は引き続きロカチンリマブの製造を担当します。
　当該事象により、2026年12月期において、契約負債として繰延べていた契約一時金を一括して取崩すことにより売上収益が19
億円増加する一方、販売費及び一般管理費並びに研究開発費の合計が150～200億円程度増加することを見込んでいます。
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貸借対照表

貸借対照表（2025年12月31日現在）

科　目 金　額
（資産の部）
流動資産 432,220
現金及び預金 7,925
売掛金 106,048
商品及び製品 36,610
仕掛品 12,087
原材料及び貯蔵品 11,964
関係会社短期貸付金 237,514
その他 20,071

固定資産 376,247
有形固定資産 80,865
建物 38,941
構築物 3,031
機械及び装置 12,792
工具、器具及び備品 9,765
土地 4,623
建設仮勘定 9,529
その他 2,184
無形固定資産 24,478
販売権 19,099
その他 5,380
投資その他の資産 270,903
投資有価証券 4,850
関係会社株式 184,652
関係会社社債 18,500
長期前払費用 8,395
前払年金費用 14,434
繰延税金資産 39,147
その他 2,018
貸倒引当金 △1,094

資産合計 808,467
　

科　目 金　額
（負債の部）
流動負債 189,467
買掛金 7,174
未払金 49,019
未払法人税等 7,459
関係会社預り金 113,039
契約負債 9,972
製品回収関連損失引当金 19
契約損失引当金 1,024
その他 1,760
固定負債 4,150
資産除去債務 3,907
その他 243
負債合計 193,617
（純資産の部）
株主資本 614,816
資本金 26,745
資本剰余金 103,807
資本準備金 103,807
利益剰余金 489,777
利益準備金 6,686
その他利益剰余金 483,090
別途積立金 297,424
繰越利益剰余金 185,666

自己株式 △5,513
評価・換算差額等 34
その他有価証券評価差額金 34
純資産合計 614,850
負債純資産合計 808,467

　

（単位:百万円）
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損益計算書

損益計算書（2025年１月１日から2025年12月31日まで）

科　目 金　額
売上高 297,273
売上原価 87,125
売上総利益 210,148

販売費及び一般管理費 150,101
営業利益 60,047

営業外収益
受取利息及び配当金 6,225
その他 737 6,962
営業外費用
支払利息 3,457
為替差損 4,533
遊休設備関連費用 1,116
その他 977 10,084
経常利益 56,925

特別利益
製品回収関連損失引当金戻入額 11 11
特別損失
減損損失 1,436
投資有価証券評価損 770
事業構造改善費用 9,751
契約損失 1,470
関係会社貸倒引当金繰入額 1,091
製品回収関連損失 140 14,659
税引前当期純利益 42,277

法人税、住民税及び事業税 8,021
法人税等調整額 1,817 9,838
当期純利益 32,439

（単位:百万円）
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株主資本等変動計算書

株主資本等変動計算書（2025年１月１日から2025年12月31日まで） (単位:百万円)
株主資本 評価・換算差額等

新株
予約権

純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金
自己
株式

株主
資本
合計

その他
有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計資本

準備金
利益
準備金

その他
利益剰余金
（注）

当期首残高 26,745 103,807 6,686 481,585 △5,848 612,975 36 36 27 613,038
事業年度中の変動額
剰余金の配当 － － － △30,882 － △30,882 － － － △30,882
当期純利益 － － － 32,439 － 32,439 － － － 32,439
自己株式の取得 － － － － △9 △9 － － － △9
自己株式の処分 － － － △51 345 294 － － － 294
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額(純額) － － － － － － △2 △2 △27 △29

事業年度中の変動額合計 － － － 1,506 336 1,842 △2 △2 △27 1,813
当期末残高 26,745 103,807 6,686 483,090 △5,513 614,816 34 34 － 614,850

別途
積立金

繰越利益
剰余金 合計

当期首残高 297,424 184,160 481,585
事業年度中の変動額
剰余金の配当 － △30,882 △30,882
当期純利益 － 32,439 32,439
自己株式の取得 － － －
自己株式の処分 － △51 △51
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額(純額) － － －

事業年度中の変動額合計 － 1,506 1,506
当期末残高 297,424 185,666 483,090

(注) その他利益剰余金の内訳
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個別注記表

子会社株式及び関連会社株式 ：移動平均法による原価法

⑴　有形固定資産（リース資産を除く) ： 定額法
⑵　無形固定資産（リース資産を除く) ： 定額法
⑶　リース資産 ： リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

個　別　注　記　表
重要な会計方針に係る事項に関する注記

１．資産の評価基準及び評価方法
⑴　有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券　：償却原価法（定額法）

その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの：時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算

定）
市場価格のない株式等　　　　　：移動平均法による原価法

⑵　デリバティブの評価基準及び評価方法
時価法

⑶　棚卸資産の評価基準及び評価方法
主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

２．固定資産の減価償却の方法

３．引当金の計上基準
⑴　貸倒引当金　　　　　　　売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しています。
⑵　退職給付引当金　　　　　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づ

き計上しています。
　過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（主として５年）によ
る定額法により費用処理しています。
　数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数
（主として10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理するこ
ととしています。

⑶　製品回収関連損失引当金　回収を決定した製品の返品などに関して発生する支出に備えるため、合理的な見積りに基づく引当
金を計上しています。

⑷　契約損失引当金　　　　　契約の履行に伴い発生する損失に備えるため、合理的な見積りに基づく引当金を計上しています。
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個別注記表

４．収益及び費用の計上基準
（顧客との契約から生じる収益）
　当社は、顧客との契約における履行義務を識別し、収益を、顧客への財又はサービスの移転と交換に企業が権利を得ると見込
んでいる対価の金額で認識しています。当該金額には、消費税や付加価値税等の税務当局の代理で回収した金額は含めていませ
ん。また、顧客との契約における対価に変動対価が含まれている場合には、変動対価に関する不確実性がその後に解消される際
に、認識した収益の累計額の重大な戻入れが生じない可能性が非常に高い範囲でのみ、取引価格に含めています。
⑴　製商品の販売から生じる収益

顧客に対する製商品の販売契約並びに製商品に係る販売権の譲渡契約及びライセンス契約については、顧客へ製商品、販売
権又はライセンス（以下「製商品」という。）を引き渡した時点で、製商品への支配が顧客に移転し、履行義務が充足される
ことから、当該時点で収益を認識しています。

製商品の販売から生じる収益は、主に卸売業者に対する割戻や値引等の項目を控除した金額で算定しています。これらの調
整額は、契約内容等を考慮して算出されますが、見積りに基づくため、実際の発生額を完全に反映していない場合があり、製
品の売上構成等により変動する可能性があります。

顧客に返金すると見込んでいる対価は、返金負債として計上しています。当該返金負債の見積りにあたっては、契約条件や
過去の実績などに基づく最頻値法を用いています。

製商品の販売契約における対価は、顧客へ製商品を引き渡した時点から主として１年以内に受領しています。なお、重大な
金融要素は含んでいません。

⑵　技術収入
当社は、第三者に当社の開発品の開発、製造及び販売に係る権利の許諾等を認めたライセンス契約に基づき、技術収入とし

て契約一時金、マイルストン収入及びランニング・ロイヤルティ収入を得ています。ライセンス契約には、ライセンスの許諾
以外に当社による財又はサービスの提供がない場合と、製造技術や薬剤の提供等の開発協力、規制当局承認対応、共同販売促
進等に関して当社による財又はサービスの提供がある場合があります。

ライセンスの許諾以外に重要な財又はサービスの提供がない場合には、通常、契約一時金はライセンス許諾時点において履
行義務の全てが充足されることから、ライセンスを許諾した時点で収益を認識しており、開発活動が成功し規制当局の承認が
得られたこと等で受領するマイルストン収入は、事後に収益の重大な戻入が生じる可能性を考慮し、規制当局への承認申請等
の当事者間で合意したマイルストンが達成される可能性が非常に高くなった時点で収益を認識しています。

また、ライセンスの許諾を含む複数の重要な財又はサービスの提供がある場合には、契約一時金及びマイルストン収入から
なる取引価格を、認識した単一又は複数の履行義務に対してその内容に応じて配分し、契約負債として計上した上で、当該履
行義務の充足に従い一定期間にわたって収益として認識しています。ライセンス契約に関連する開発協力等の履行義務は、
個々のライセンス契約に応じた適切な進捗度をインプット法により測定しています。

ランニング・ロイヤルティ収入及び製剤の売上高合計が一定額を超えたこと等で受領する販売達成マイルストン収入は、売
上高ベース又は使用量ベースのロイヤルティに該当し、契約相手先の売上等を算定基礎として測定し、実際に販売又は使用さ
れた時点か、売上高ベース又は使用量ベースのロイヤルティに配分された履行義務が充足された時点のいずれか遅い時点で収
益を認識しています。

ライセンス契約における対価は、ライセンスの許諾時点並びにマイルストン達成等の契約に基づく合意時点から主として１
年以内に受領しています。なお、重大な金融要素は含んでいません。
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個別注記表

５．ヘッジ会計の方法
⑴　ヘッジ会計の方法
　　繰延ヘッジ処理を採用しています。
⑵　ヘッジ手段とヘッジ対象
　　ヘッジ手段：為替予約
　　ヘッジ対象：外貨建予定取引
⑶　ヘッジ方針
　　為替リスクを管理するために、先物為替予約取引及び通貨スワップ取引のデリバティブを利用しています。
　　なお、投機目的によるデリバティブは保有していません。
⑷　ヘッジの有効性

　ヘッジの有効性については、ヘッジ手段とヘッジ対象が対応していることを確認することにより有効であることを評価してい
ます。

６．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
　　退職給付に係る会計処理
　　　退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の未処理額の会計処理の方法は、連結計算書類におけるこ

れらの会計処理の方法と異なっています。

会計上の見積りに関する注記
１．販売権の減損

⑴　当事業年度の計算書類に計上した金額
　　　販売権　19,099百万円
⑵　会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報
　　　連結注記表「会計上の見積りに関する注記」に同一の内容を記載しているため、省略しています。

２．金融商品の減損
⑴　当事業年度の計算書類に計上した金額
　　　関係会社社債　18,500百万円
⑵　会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報
　　　当社は、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額について貸倒引当金を計上して

います。関係会社社債は、当社の持分法適用会社である協和キリン富士フイルムバイオロジクス株式会社が発行して当社が引
受けている社債であり、同社が債務超過である状況を踏まえて、回収可能性を同社の将来事業計画に基づき判断しています。
当社は、当事業年度において同社の将来の事業計画に基づく将来の支払能力を検討した結果、1,091百万円の貸倒引当金を計
上しています。当該事業計画には、主要な仮定として市場環境を踏まえた見込販売数量及び取引条件等を用いており、これら
の見積りが変化した場合には、翌事業年度の計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があります。
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個別注記表

　　　その他（流動資産）（注） 300百万円

２．有形固定資産の減価償却累計額 139,774百万円

関連会社の借入金に対する債務保証 8,943百万円

短期金銭債権 44,713百万円
長期金銭債権 16百万円
短期金銭債務 17,318百万円

建物
構築物
機械及び運搬具
工具、器具及び備品

138百万円
19百万円

966百万円
13百万円

売上高 91,607百万円
仕入高 7,423百万円
その他 33,753百万円

営業取引以外の取引による取引高 8,869百万円

貸借対照表に関する注記
１．担保に供している資産及び担保に係る債務
 　担保に供している資産

　（注）関税法・消費税法に基づく納期限延長制度を利用する際の担保として供託している現金です。

３．保証債務等
　保証債務

４．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務(区分表示したものを除く）

５．国庫補助金等により有形固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額

損益計算書に関する注記
１．関係会社との取引高

営業取引による取引高

２．事業構造改善費用
構造改革施策の実施に伴い発生する費用です。

３．契約損失
　　契約の履行に伴い発生する支出です。
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個別注記表

普通株式 2,146,320株

減価償却資産償却超過額 15,642百万円
税務上の前払費用 8,463百万円
棚卸資産 5,443百万円
退職給付信託 4,939百万円
その他 13,365百万円
繰延税金資産小計 47,852百万円
評価性引当額 △3,634百万円
繰延税金資産合計 44,218百万円

前払年金費用 △4,420百万円
その他有価証券評価差額金 △16百万円
その他 △635百万円
繰延税金負債合計 △5,070百万円
繰延税金資産の純額 39,147百万円

株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

繰延税金負債

－ 33 －



2026/02/19 19:19:06 / 25282310_協和キリン株式会社_招集通知

個別注記表

属　性 会社等の名称 議決権等の所有
（被所有）割合

関連当事者
と の 関 係 取引の内容 取引金額 科　目 期末残高

親会社
キリンホール
ディングス

(株)

被所有
　直接55.2％

資金の貸付
役員の兼任 資金の貸付（注） 198,175 関 係 会 社

短 期 貸 付 金 194,108

関連当事者との取引に関する注記
　１．親会社及び法人主要株主等

（単位　百万円）

　取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）資金の貸付について、取引金額は期中の平均残高を記載しています。また、親会社との資金貸付の取引については、当社

独自の運用方針に従い、貸付金の利率は、貸出期間に応じた市場金利を勘案の上、合理的な判断に基づき決定していま
す。
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属　性 会社等の名称 議決権等の所有
（被所有）割合

関連当事者
と の 関 係 取引の内容 取引金額 科　目 期末残高

子会社
Kyowa Kirin 
International 
plc

所有
　直接100.0％

資金の預り
役員の兼任 資金の預り（注１） 73,778 関 係 会 社

預 り 金 76,091

子会社 Kyowa Kirin 
Services Ltd

所有
　間接100.0％ 営業上の取引 製品の販売（注２） 36,164 売 掛 金 13,895

子会社
Kyowa Kirin
USA Holdings, 
Inc.

所有
　直接100.0％

増資の引受
役員の派遣及び

兼任
増資の引受（注３） 43,500 － －

子会社 Kyowa Kirin, 
Inc.

所有
　間接100.0％

営業上の取引
資金の預り

製品の販売（注２） 49,718 売 掛 金 20,288

資金の預り（注１） 23,639 関 係 会 社
預 り 金 14,062

子会社

Orchard 
Therapeutics 
(Europe) 
Limited

所有
　間接100.0％

資金の貸付
役員の兼任 資金の貸付（注１） 34,233 関 係 会 社

短 期 貸 付 金 43,387

子会社
Kyowa Kirin 
Reinsurance, 
Inc.

所有
　直接100.0％

資金の預り
役員の兼任 資金の預り（注１） 8,700 関 係 会 社

預 り 金 8,700

子会社
Kyowa Kirin 
Asia Pacific 
Pte. Ltd.

所有
　直接100.0％

資金の預り
役員の兼任 資金の預り（注１） 7,919 関 係 会 社

預 り 金 8,627

関連会社
協和キリン富士
フイルムバイオ
ロジクス(株)

所有
　直接50.0％

資金の貸付
役員の派遣及び

兼任

社債の償還（注１） 4,000 関係会社社債 18,500

貸倒引当金繰入 1,091 貸 倒 引 当 金 1,091

　２．子会社及び関連会社等
（単位　百万円）

　取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）１．資金の貸付及び預りについては、取引金額は期中の平均残高を、社債の償還に係わる取引金額については期中の償還金

額を記載しています。
また、貸付金、預り金及び社債の利率については、貸出期間に応じた市場金利を勘案の上、合理的な判断に基づき決
定しています。

２．製品の販売については、市場価格等を勘案し決定しています。
３．増資の引受については、同社が行った増資を全額引き受けたものです。
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属　性 氏　名 議決権等の所有
（被所有）割合

関連当事者
と の 関 係 取引の内容 取引金額 科　目 期末残高

役員

宮本　昌志 被所有
　直接0.0％ 当社取締役

金銭報酬債権の現物
出資に伴う自己株式
の処分（注１、２）

38 － －

アブドゥル
・マリック

被所有
　直接0.0％ 当社取締役

金銭報酬債権の現物
出資に伴う自己株式
の処分（注１）

31 － －

山下　武美 被所有
　直接0.0％ 当社取締役

金銭報酬債権の現物
出資に伴う自己株式
の処分（注１、２）

18 － －

大澤　豊
（注３）

被所有
　直接0.0％ 当社取締役

金銭報酬債権の現物
出資に伴う自己株式
の処分（注２）

3 － －

１．１株当たり純資産額 1,174.53円
２．１株当たり当期純利益 61.97円

　3．役員及び個人主要株主等
（単位　百万円）

　取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）１．譲渡制限付株式報酬に伴う金銭報酬債権の現物出資によるものです。

自己株式の処分価額は、本処分に係る取締役会決議の日の直前営業日の東京証券取引所における、当社普通株式の終
値に基づいて決定しています。

２．業績連動型株式報酬に伴う金銭報酬債権の現物出資によるものです。
自己株式の処分価額は、本処分に係る取締役会決議の日の直前営業日の東京証券取引所における、当社普通株式の終
値に基づいて決定しています。

３．2025年３月19日付で大澤豊は当社取締役を退任しました。なお、取引金額については関連当事者であった期間に係

る取引金額を記載しています。

１株当たり情報に関する注記

重要な後発事象に関する注記

（ロカチンリマブの開発・販売に関する権利の再取得について）
　連結注記表「重要な後発事象に関する注記」をご参照ください。
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計算書類に係る会計監査報告

有限責任 あずさ監査法人
東京事務所

指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 神 塚 　 勲
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 岩 崎 宏 明
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 中 川 大 輔

独立監査人の監査報告書
2026年２月10日

協和キリン株式会社
　　　　　取締役会　御中

　監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、協和キリン株式会社の2025年１月１日から2025年12月31
日までの第103期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにそ
の附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書
類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監
査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に
関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会社から独立しており、ま
た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を
入手したと判断している。
強調事項
　個別注記表「重要な後発事象に関する注記」の「ロカチンリマブの開発・販売に関する権利の再取得について」に記載され
ている通り、会社は2026年１月30日にアトピー性皮膚炎等を対象として開発中のKHK4083（一般名：ロカチンリマブ）に
関するAMGEN INC.との既存の共同開発・販売契約を終了し、ロカチンリマブの開発・商業化に関する権利を再取得してい
る。
　当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。
その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにあ
る。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監
視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容
に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と計
算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な
相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告するこ
とが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類に係る会計監査報告
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計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示す
ることにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要
と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうかを評
価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場
合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がない
かどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。
虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与
えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての
判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案

し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を
入手する。

・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施
に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連す
る注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続
企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続
企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起するこ
と、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明す
ることが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況に
より、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかと
ともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適
正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要
な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに
監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害
要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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